










































Case Study of eating skills Training for a Physically Disabled
（Cerebral Palsy）Student
－Using the Collaborative “School as a Team” Approach to Support
the Wishes of the Student and his Parents－
























































































































































































〇 △ ▲ ◎ 〇 △ ▲
4/17（火） ニンジンのオレンジ煮 3 1 2
4/18（水） 変わり卵焼き 2 1 3
パイン缶 2 2
4/19（木） キウイフルーツ 3 1 2
4/24（火） 肉じゃが（じゃがいも） 7 3 3 5 2
4/26（木） チキンバーグ 12 4 8
4/27（金） じゃがいも（ベーコン） 3 2 2 3
いちご 6 1 5 2
5/1（火） 缶詰（桃，パイン） 2 3 2 3






































































































































1試行 2試行 3試行 4試行 5試行 6試行
6/11（月） 鮭ごはん ○ △ △ △
6/13（水） 味噌ラーメン ○ △ △ △ △ △ △
6/14（木） スコッチエッグ ○ △ △ △ △ △ △
6/15（金） エビチャーハン ○ △ △ △ △ △ △
6/21（木） チーズハンバーグ，ごはん ○ △ △ △ △ △ △




















































































































































































































































































































10月9日 10月12日 10月19日 10月22日 10月22日
1回目 × ○ ○ △ ○
2回目 ○ ○ ○
3回目 ○ ○ ◎
＜思いを表現することに関する評価基準＞
◎：自発的に頭を下げたり，教師の手に触れようと手を伸ばし
たりすることができる
◯：教師の「お願いは」の言葉掛けに頭を下げたり，差し出さ
れた手に触れたりすることができる
△：差し出された手に触れないことで，もうやりたくないこと
を伝えることができる（拒否）
×：手遊びや言葉遊びに夢中になり，教師の問い掛けや行動を
気にしていない
【左図７ スプーンの形状図】
【右図８ スプーンのグリップ】
「新しい車椅子での学校給食では，学校の先生
の工夫で環境も整い，変わらずスプーン・フォー
ク操作が出来ているようで良かったです。指先で
つまむ（洗濯ばさみ），引っ張るなど新たな課題
が増えると戸惑いはありますが，繰り返しの中で
運動方向が学習されている場面も増えました。」
この評価は前述のSTの評価と同様であるが，
学校での食事指導について触れられており，良い
評価を受けている。またこの評価は，指導場面A
における自立活動の指導の評価にもつながってい
ると考えることができる。ゆえに，OTとの連携
とともに自立活動の指導に食事の動作につながる
手指の動きを取り入れたことは，本生徒の「一人
で食べたい」という願いの実現に「食べる」とい
う技能の面からつなげることができたのではない
かと考える。
4）フォークの導入
スプーンをすくって食べることができるように
なったが，麺類に関しては細かく切ったものをス
プーンですくって食べており，「麺類は長いもの
を吸って食べさせたい」という指導者の思いから，
給食に麺類が出される日には，フォークを使用し
ての給食指導を行うことにした。実際には麺をフォー
クで引っ掛けることで食べるのだが，口に運ぶま
でに落ちてしまうことが多く，課題が残る結果と
なった。しかし，保護者は次のステップへの移行
を好意的に捉えており，連絡帳には図10のよう
な記載がなされていた。
保護者及び本人の思いから，麺類をフォークで
引っ掛けて食べられるようになることを今後の課
題とした。
５ 教師間や学校と家庭，福祉施設との連携
1）教師間の連携
20XX+1年1月～3月まで
給食時間を前後半に分け，担当者を固定して指
導を行っていたが，担当者を入れ替えることで，
それまでの担当者とは異なる教師とでも食べられ
るきっかけを作った。そのためにも，教師間の連
携が必要であり，実際の食事場面を参観してもら
うことを通して引継ぎを行った。結果，担当者の
変更を受け入れ，普段通りに食べることができた。
2）保護者との連携
20XX年 6月上旬に食事場面のVTRを見ても
らった後すぐに実際の給食場面を参観してもらっ
た。参観翌日の連絡帳には，「昨日はありがとう
ございました」とだけ書かれており，スプーンへ
の変更について半信半疑である心情が伺えた。7
月の個別懇談会時には，再度フォークからスプー
ンへの変更の意義や指導の様子，9月よりOTと
連携を図る旨を伝えたところ，保護者はOTと連
携を図る取組に対して好意的な反応であった。
20XX年1月～3月まで
教師間の連携がうまくいったことを確認した後，
懇談会を通じて食事場面のVTRを視聴していた
だき，家庭での実施を依頼した。スプーンや肘置
き等の補助具は家庭用としてもう1セット用意し
て保護者に渡した。結果，時間があるときにはで
きるだけ一人で食べられるように取り組んでもら
うことができた。
3）福祉施設との連携
20XX年8月上旬に普段利用している福祉施設
を訪問し，生活全般について情報交換を行った。
特に食事場面では，施設職員による全介助で行っ
ており問題はないとのことだった。そこで，今年
度取り組んでいるスプーンを使った食事指導につ
いて動画を見せて伝え，今後も連携を図っていく
ことを確認した。また，コミュニケーション面に
関しては，怒っていたり，「まだですか」という
思いだったりするときには机上を叩いて知らせる
こと等を伝えた。
20XX年2月，インフルエンザの流行により，
肢体不自由（脳性まひ）のある生徒の食事指導の在り方
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図９ 食事環境が整い，安定して一人で食べる
給食場面
図10 連絡帳の記述
給食を通常食べているランチルームから教室に変
更した。結果，その日の連絡帳（図11）にも書
かれている通り，牛乳や食事等を口にしようとせ
ず，スプーンを持って食べることも嫌がる様子が
見られた。
このことからも場所の変更は，本生徒にとって
は大きな課題であり，福祉施設との連携において
は，普段から利用し慣れ親しんでいる環境から始
めることとした。
翌年20XX+1年6月には，前年度8月に訪問
した福祉施設においても同様の方法で取り組んで
もらえるよう，担任が依頼した。また，その後の
11月の生活体験時には，初めて体験する福祉施
設においても，同様の方法で取り組んでもらうこ
とで本人が安心して食事をとることができた（図
12）と報告を受けている。
Ⅳ 考察
1）本人及び保護者の願いを叶えるための「チー
ム学校」の取組から
本研究は，本人及び保護者の願いを叶えるため
の「チーム学校」の取組として，学校教師間や学
校と医療関係者であるOTやST，そして学校と保
護者及び福祉施設との連携を視野に入れてきた。
今回食事場面の指導を事例として取り上げたが，
食事に必要な「行為」だけを取り上げて指導する
のではなく，一人で食べることを共通の願いとし
て他機関協働の輪を広げることができ，保護者の
願いが多くの人に伝わるよいきっかけになったの
ではないかと考える。
本研究においては，仮説1及び2の取組として，
特に手指の操作性，食事に必要な「行為」といっ
た視点から，授業間の連携を図りながら指導に取
り組んだ。それまで日常的に見られない右から左
方向への手の動きを自立活動の時間の指導で補い，
身に付けながら給食場面に取り入れたことで，ス
プーンですくって食べる行為につなげることがで
きたと考える。加えて，肘置きを置いたり，スプー
ンにグリップを付けたりする等の支援を，OTと
の連携により行うことができ，一人で食べること
の技能獲得につながったと考える。これにより，
生徒の「一人で食べることができる」という自信
につながったのではないだろうか。この自信こそ
が，家庭及び社会生活につなげることができたきっ
かけであると考える。
仮説3の取組として，生徒の思いを読み取り，
解釈し，対応するために実態把握表を作成した。
その際，主に生徒の要求に焦点をあてて取り組ん
でいたが，STによる訓練時の情報や自立活動授
業場面のVTR参観による助言を通して，生徒の
拒否や要求しない思いの理解につなげることがで
きた。また，給食場面における本生徒への関わり
を通じて，「一人で食べたい」という思いを，ス
プーンを長く握り続けたり，身体を後方に反らせ
る回数が減ったりする等の行動の変化から判断し
た。また，視線の動きや頭を下げる動作等から，
「まだ食べたい」「あれが食べたい」といった本生
徒の思いに寄り添うことにつながったと考える。
本研究では，食事指導の場面を介して，教育者
である複数の教師とOT STといった訓練士とが
連携し，相互に専門的な立場から意見交換するこ
とに努めた。また，得られた情報や本生徒の成長
を訓練士や保護者，福祉施設とも連絡帳や訪問に
よる支援等で共有し合えたことは，本人が将来社
会生活の中でよりよく生きることにつながる大切
なことであると考える。ゆえに，特別支援教育に
おける他機関連携は，今後もより一層求められる
ことである。
2）アクティブ・ラーニング型の指導から
次にアクティブ・ラーニングの視点から，教師
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図11 連絡帳の記述
図12 福祉施設利用時に安心して食事をする様子
の支援と生徒の学びの関連性について考察を加え
る。
文部科学省中央教育審議会答申（2016）による
と，「『アクティブ・ラーニング』については，
子供たちの「主体的・対話的で深い学び」を実現
するために共有すべき授業改善の視点として，そ
の位置付けを明確にすることとされている。また，
主体的・対話的で深い学びを実現することの意義
として，
①自己の学習活動を振り返って次につなげる「主
体的な学び」の実現
②自己の考えを広げ深める「対話的な学び」の実
現
③考えを形成したり，問題を見いだして解決策を
考えたり，思いや考えを基に創造したりするこ
とに向かう「深い学び」の実現を掲げている。
これらの視点から，本事例における子供の学び
について再考察したい。
（1）主体的な学び
子供の主体的な学びにつなげるためには，子
供が興味をもって積極的に取り組んだり，身に
付いた資質や能力を自覚したり，共有したりす
ることが重要とされている。本実践においては，
食事指導場面においてスプーンを把持し続けた
まま食事をすることができたことが主体的な学
びに該当するのではないかと考える。特に，子
供が「一人で食べる」ことができる環境を創っ
たことが，子供の学びを支えたと考える。
（2）対話的な学び
子供の対話的な学びにつなげるためには，身
に付けた知識や技能の定着，多様な表現を通じ
て関わり合いながら対話することが重要とされ
ている。本実践においては，おかわりが欲しい
ときには，頭を下げて「お願い」の気持ちを表
現することやうまく食べることができないもど
かしさを体を後方に反らす行動で示したことと
いった互いに思いを共有しあうことが，対話的
な学びに該当するのではないかと考える。また，
子供の思いを共有し合う術として，コミュニケー
ションに関する実態把握表を作成したことが有
効だったのではないかと考える。そして，フォー
クからスプーンに替えたときや，スプーンの柄
にグリップを付けたときなどに見せた「いつも
と違うぞ？」という葛藤のような表情が子供自
身の中での教材に対する対話的な学びだったの
ではないかと考える。
今後さまざまな教科，領域等の指導においてア
クティブ・ラーニング型の授業が求められていく
だろう。しかし，本研究においては「深い学び」
について触れることができなかった。障害のある
子供の学びについては「主体的な学び」が高まり，
「対話的な学び」が広がることが「深い学び」に
つながるとする考え方もある。障害の重い子供た
ちの「深い学び」につながる活動にはどのような
ものがあるのかを考え，次の実践に活かしていく
ことが，本実践での学びと今後の課題であると考
える。
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